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i雑 ii

ii報 ii

北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
昭
和
六
一
年
七
月
一
八
日
(
金
)
午
後
一
時
半
|
四
時
半

「
訴
訟
の
役
割
と
訴
訟
法
学
の
課
題
」

報

告

者

井

上

治

典

氏

(
神
戸
大
学
教
授
)

出
席
者

井
上
教
授
は
、
最
近
の
民
事
訴
訟
法
学
に
お
い
て
大
い
に
注
目
さ
れ
て

い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
第
三
の
波
」
理
論
の
主
唱
者
の
一
人
で
あ
る
。
従
来

の
訴
訟
法
理
論
は
、
民
事
紛
争
を
解
決
す
る
も
の
は
本
案
判
決
で
あ
り
、

そ
の
判
決
が
な
さ
れ
る
に
至
る
過
程
が
民
事
訴
訟
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

に
立
ち
、
判
決
と
の
関
連
で
民
事
訴
訟
法
上
の
諸
事
項
を
理
解
し
よ
う
と

し
て
き
た
。
し
か
し
、
訴
訟
の
役
割
は
、
両
当
事
者
に
ル

i
ル
に
し
た
が
っ

て
充
実
し
た
弁
論
を
な
す
こ
と
を
保
障
す
る
と
い
う
点
に
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
民
事
訴
訟
は
、
訴
訟
前
な
ら
び
に
訴
訟
外
・

訴
訟
後
の
紛
争
過
程
と
全
く
切
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
と
接

三
五
名

続
し
た
、
基
本
的
に
は
類
似
し
た
存
在
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
訴
訟
に
お

い
て
適
用
さ
れ
る
法
の
内
容
の
ご
と
き
も
、
両
当
事
者
を
中
心
と
す
る
対

論
の
中
か
ら
発
見
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
理
解
に

立
つ
と
、
従
来
の
訴
訟
法
学
上
の
諸
理
論
は
全
面
的
に
再
検
討
が
な
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
大
略
、
以
上
の
よ
う
な
趣
旨
の
こ
と
を
、
具
体
例
を
あ

げ
つ
つ
、
ま
た
、
最
近
の
法
哲
学
上
の
学
説
な
ど
に
も
言
及
し
つ
つ
、
熱
っ

ぽ

く

論

述

さ

れ

た

。

福

永

)

(
文
責

0
昭
和
六
一
年
九
月
一
一
一
日
(
金
)

「
『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
報

告

者

五

十

嵐

清

氏

(
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
)

紙
谷
雅
子
氏

(
北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授
)

出

席

者

二

五

名

「
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
事
件
最
高
裁
大
法
廷
判
決
(
昭
和
六
一
年
五
月
三

O
日
民
集
団

O
巻
四
号
七
二
五
頁
)
を
契
機
と
し
て
、
表
現
の
自
由
と
人

格
権
の
保
護
の
関
係
に
つ
い
て
、
公
法
学
者
と
私
法
学
者
の
聞
の
対
話
の

促
進
を
図
っ
た
企
画
で
あ
る
。
英
米
の
言
論
法
に
明
る
い
紙
谷
が
、
大
法

廷
多
数
意
見
に
対
し
き
口
論
の
自
由
を
促
進
す
る
立
場
か
ら
批
判
的
な
見
解
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報

を
述
べ
た
の
に
対
し
、
五
十
嵐
は
人
格
権
の
保
護
を
強
化
す
る
立
場
か
ら

多
数
意
見
を
支
持
す
る
見
解
を
述
べ
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
会
員
の
中
か

ら
種
々
の
意
見
が
開
陳
さ
れ
た
。
全
体
と
し
て
公
法
学
者
と
私
法
学
者
の

間
で
議
論
が
十
分
に
噛
み
合
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
法
学
会
の

企
画
と
し
て
は
、
刑
法
学
者
と
政
治
学
者
の
参
加
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
る
。

五
十
嵐
の
報
告
要
旨
に
つ
い
て
は
、
「
人
格
権
の
侵
害
と
差
止
請
求
権
」

ジ

ュ

リ

八

六

七

号

参

照

。

(

五

十

嵐

記

)

雑

O
昭
和
六
一
年
一
二
月
一
九
日
(
金
)

「
陪
審
制
度
の
効
用
に
つ
い
て
」

報
告
者
渡
部
保
夫
氏

(
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
)

出

席

者

四

三

名

昭
和
六
一
年
一
一
一
月
一
九
日
の
本
学
の
法
学
会
で
、
次
の
レ
ジ
ュ
メ
に

基
づ
い
て
報
告
し
た
。

(
は
じ
め
に
)

陪
審
制
に
関
す
る
一
般
の
意
識
(
「
ど
こ
か
で
行
わ
れ
て
い
る
変
っ
た
裁

判
方
式
」
、
く
わ
ず
も
の
嫌
い
)

基
本
的
な
若
干
の
視
点
(
国
民
の
司
法
参
加
、
陪
審
制
の
得
失
、
浦
辺

衛
判
事
に
よ
る
戦
前
の
陪
審
経
験
者
の
意
見
な
ど
の
報
告
)

一
陪
審
制
の
下
で
は
、
誤
っ
た
有
罪
認
定
は
相
当
減
少
す
る
か
。

職
業
裁
判
官
の
有
罪
的
予
断
(
大
場
茂
馬
博
士
・
三
宅
正
太
郎
氏
ら
の

指
摘
、
ど
こ
か
ら
由
来
す
る
か
)

陪
審
制
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
式
と
ア
メ
リ
カ
式

(
G
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

博
士
の
指
摘
、
そ
の
他
)
、
い
ず
れ
の
方
式
を
採
用
す
べ
き
か
。

な
ぜ
誤
っ
た
有
罪
認
定
は
減
少
す
る
か
、
そ
の
理
由
(
職
業
裁
判
官
と

陪
審
員
の
事
実
認
定
能
力
・
有
罪
決
断
の
相
違
な
ど
)

判
事
の
説
示
に
お
け
る
抑
制
、
証
拠
裁
判
主
義
の
徹
底
化
、
事
実
認
定

能
力
の
増
進
、
「
賢
明
で
適
切
な
判
事
の
説
示
と
一
二
人
の
社
会
経
験
お
よ

び
常
識
の
結
合
」
、
評
決
に
お
け
る
制
限
多
数
決
制
と
単
純
多
数
決
制
、
無

罪
の
判
決
に
対
す
る
検
事
控
訴
の
許
否
、
陪
審
員
は
熱
心
に
審
理
に
取
り

組
む
か
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
権
力
の
分
散

現
在
の
制
度
に
お
い
て
も
誤
っ
た
有
罪
認
定
は
稀
か
(
航
空
機
事
故
に

お
け
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
と
類
似
の
法
則
)
、
改
善
の
方
向
(
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
博
士
の
示
唆
・
法
曹
一
元
制
と
有
罪
認
定
の
全
員
一
致
制
)

間
違
っ
た
無
罪
が
増
え
る
か
(
無
罪
率
・
旧
陪
審
当
時
の
事
例
、
な
ぜ

無
罪
が
多
か
っ
た
か
、
公
判
証
拠
中
心
)
、
デ
プ
リ
ン
卿
の
指
摘
、
島
保
氏

の
考
え
、
犯
罪
は
増
え
る
か
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
シ
ア
ト
ル
)

本
地
裁
事
件
(
約
八
万
人
)
中
、
一
一
一
人

(
0・
一
四
%
)

北法38(4・390)974
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北海道大学法学部法学会記事i

三
万
人
(
四
季
・
巡
回
裁
)
中
、
四
五

O
O人
(
一
五
%
)

西
ド
イ
ツ
六
八
万
人
(
重
・
軽
罪
)
中
、
三
万
八
千
人
(
六
%
)

日
・
陪
審
四
六

O
件
中
、
八
一
件
(
殺
人
・
二
二
三
件
中
一
四
件
、

放
火
一
九
七
件
中
六
一
件
)
(
一
七
%
)

陪
審
制
と
法
の
解
釈
・
適
用
・
運
用
へ
の
影
響

実
体
法
の
解
釈
・
刑
罰
法
規
の
純
粋
化
、
不
評
判
な
法
の
適
用
に
対
す

る
砦令
状
主
義
の
運
用
の
現
状
・
実
務
の
垢
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
人
身
の

自
由
の
尊
重
と
陪
審
制

法
解
釈
と
民
衆
の
感
覚
(
二
、
三
の
事
例
、
法
と
民
衆
と
の
離
隔
、
天

下
の
裁
き
、
陪
審
員
の
こ
う
笑
)
、
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
的
な
法
解
釈
、
堅
い

刑
事
裁
判
観
、
不
公
平
な
法
の
運
用
へ
の
抵
抗
、
刑
事
司
法
は
軟
化
す
る

4
U
 検
察
の
運
用
の
現
状
と
陪
審
制
の
導
入
に
よ
る
影
響
(
イ
ギ
リ
ス
の
公

訴
官
規
則
、
わ
が
国
に
お
け
る
検
察
官
志
望
の
減
少
の
原
因
)

三
陪
審
制
と
訴
訟
遅
延
の
解
消

訴
訟
遅
延
の
現
状
(
松
川
一
三
年
一
一
月
、
ポ
ポ
ロ
一
一
年
六
月
)
、
イ

ギ
リ
ス
と
の
比
較
(
約
一
年
・
一
九
世
紀
、
五

O
開
廷
・
約
五
カ
月
、
ほ

か
に
四
四
開
廷
、
三
二
開
廷
・
ニ

O
世
紀
)
、
裁
判
官
人
口
、
訴
訟
の
迅
速

化
へ
の
強
力
な
イ
ン
パ
ク
ト

イ
ギ
リ
ス

約
二
七

O
O人
(
内
、
簡
裁
判
事
約
九

O
O人
)

一
五
三
一
人
(
明
治
二
三
年
)

一
万
七
千
人
、
ほ
か
に
名
者
職
裁
判
官
約
五
万
人

陪
審
制
と
刑
事
裁
判
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
(
司
法
は
民
衆
の
信
頼

を
生
命
と
す
る
)
、
官
僚
に
よ
る
権
力
の
行
使
、
公
安
事
件
に
お
け
る
傍
聴

席
の
激
し
い
視
線
、
裁
判
官
集
団
の
ま
す
ま
す
の
結
束
と
国
民
か
ら
の

じ
よ
う
離
(
検
察
官
に
つ
い
て
も
。
司
法
内
部
で
の
無
意
識
的
な
結
合
、

な
ぜ
「
国
民
の
裁
判
所
」
の
標
語
が
消
失
し
た
か
)

陪
審
制
の
採
用
と
審
理
手
続
の
丁
重
化
と
裁
判
に
対
す
る
信
用
の
増
大

(
最
近
の
刑
事
裁
判
に
対
す
る
不
評
判
の
原
因
)

陪
審
制
の
採
用
と
直
接
審
理
主
義
・
口
頭
弁
論
主
義
の
貫
徹
化
へ
の
イ

ン
パ
ク
ト
(
九
九
・
八
六
%
の
有
罪
率
、
「
刑
事
裁
判
所
は
何
に
を
す
る
と

こ
ろ
ぞ
」
平
野
博
士
、
捜
査
段
階
に
お
け
る
有
罪
証
拠
の
体
系
化
)

陪
審
制
の
採
用
と
量
刑
へ
の
影
響
、
「
被
告
人
の
中
に
同
胞
を
見
る
L

(

グ

ラ
ン
ヴ
イ
ル
)
、
陪
審
裁
判
と
被
告
人
の
納
得
、
上
訴
率
、
判
事
の
重
い
責

任
を
倍
審
員
と
共
同
負
担
で

五
階
審
制
と
国
民
の
法
意
識
の
向
上

デ
ニ
ン
グ
卿
の
力
説
(
英
国
民
の
順
法
精
神
の
由
来
)
、
居
酒
屋
に
お
け

る
法
と
裁
判
談
義
、
「
法
に
よ
っ
て
解
決
し
て
、
恨
み
っ
こ
な
し
」

国
民
の
司
法
に
対
す
る
情
報
量
の
増
大
、
司
法
内
部
の
官
僚
的
要
素
の

日

本

西
ド
イ
ツ

四

北法38(4・391)975 



報

払
拭
、
「
身
近
な
裁
判
所
L

、
西
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
の
雰
囲
気
の
変
貌
と
名

誉
職
裁
判
官
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
素
人
裁
判
官
と
陪
審
員
の
寄
与

六
戦
前
に
お
け
る
陪
審
制
の
挫
折
の
原
因

制
度
の
欠
陥
(
答
申
の
非
拘
束
性
、
上
訴
の
不
許
可
、
対
象
事
件
の
制

限
、
単
純
多
数
決
制
)
、
も
し
陪
審
制
が
理
想
的
な
形
態
で
存
続
し
て
い
た

ら
(
ボ
ア
ソ
ナ
1
ド
の
建
言
)
?
陪
審
員
に
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か

(
三
六
人
中
の
二
人
)
、
国
民
性
、
民
度
の
現
状
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の

激
化
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
へ
の
信
頼
(
民
事
陪
審
の
衰
退
原
因
)

各
国
の
陪
審
制
・
参
審
制
採
否
の
状
況
、
両
制
度
の
併
用
か
(
大
規
模

事
件
)
「
習
慣
の
ら
ち
外
に
あ
る
も
の
は
理
性
の
ら
ち
外
に
あ
る
も
の
と
、
信
ぜ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
(
モ
ン
テ
1
ニ
ユ
)
、
法
的
愛
国
主
義
・
文
化
的
孤

立
主
義
(
ビ
イ
ア
教
授
)

陪
審
制
・
参
審
制
は
実
現
す
る
可
能
性
あ
り
や
?

雑

(
以
上

O
昭
和
六
一
年
一

O
月
一
四
日
(
火
)

「
報
道
の
自
由
の
司
法
的
保
護
と
そ
の
限
界
」

報

告

者

カ

1
ル
・
ハ
イ
ン
ツ
・
ゲ
ッ
セ
ル
氏

(
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン

l
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
ク
大
学
教
授
)

出

席

者

二

八

名

北
大
法
学
論
集
第
三
七
巻
第
六
号
六
九
頁
以
下
に
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

北法38(4・392)976

O
昭
和
六
一
年
一
一
月
二
八
日
(
金
)

「
巨
大
技
術
・
巨
大
開
発
の
法
的
統
制
論
|
|
原
発
事
故
と
下
北
三
点

セ
ッ
ト
計
画
を
め
ぐ
る
制
裁
的
賠
償
・

p
p
p
お
よ
び
行
政
手
続
的
統
制

を
中
心
と
し
て
|
|
」

報
告
者

保
木
本
一
郎
氏

(
国
学
院
大
学
教
授
)

出

席

者

三

五

名

本
報
告
に
関
し
て
、
「
巨
大
技
術
の
発
達
と
法
的
統
制
の
行
方
」
(
法
学

セ
ミ
ナ
ー
三
八

O
号
三

O
頁
)
、
「
原
発
を
め
ぐ
る
残
さ
れ
た
課
題
」
(
ジ
ユ

リ
ス
ト
八
二
二
号
三
二
頁
)
、
「
原
子
力
開
発
と
住
民
参
加
」
(
同
五
八

O
号

ニ
九
頁
)
の
各
論
稿
が
あ
る
。


